
































The Characteristic Variations Between the Commercial Aspergillus oryzae  
Strains and Wild Strains Isolated from the Field.
Maki ABE, Sayako KOBARI and Osamu AKITA
Department of Food and Health Sciences, Jissen Women’s University
   Aspergillus oryzae is widely used to produce fermented food such as sake, soy sauce and 
miso in Japan. Since these fungi have been used for food fermentation for a long time, these 
economic strains for food fermentation are thought as “domesticated strains.”  The origin of 
these strains is thought to be a contaminant from natural environment. We isolated many A. 
oryzae like strains from field using the autoclaved rice as medium.  Isolated strains were 
confirmed as A. oryzae by the genomic structure of aflatoxin homologous gene cluster.  The 
amount of mycelium in rice koji prepared by isolated strains did not show the significant 
differences compared with those of commercial strains.  The activities of enzymes such as 
α-amylase, glucoamylase, acid carboxypeptidase, acid protease and neutral protease in rice koji 
prepared by isolated eight strains and commercial strains were analyzed. Some of the isolated 
strains showed the similar enzyme activities to those of the commercial strains.  From these 
results, it is suggested that the present commercial A. oryzae strains originate from A. oryzae 
living in the natural environment.
Key words ： Aspergillus oryzae（黄麹菌），fermented food（発酵食品），rice koji（米麹）， 
enzyme activity（酵素活性）
8ａ）寒天培地の調製法
　ポテトデキストロース寒天培地は Difco Potato 
Dextrose Agar を用いた。YM 寒天培地、麦芽エキス
寒天培地、酵母用完全培地、Aspergillus 用最少培地
（Czapek － Dox 培地）は、実験書 8）の方法に従って
調製した。
ｂ）α米培地の調製法



























　実体顕微鏡（Nikon 製 SMZ － U）で観察し、分生



























































No. １から No. ８の株を以後の実験に使用した。
３）分離株の AFL 遺伝子ホモログクラスタ構造の解析
　Lee ら 4）は、A. oryzae の AFL 遺伝子ホモログクラス
タ構造について RIB 株約 200 株を調査し、AFL クラ
スタ遺伝子の全てをもつ group １（以下 G １）、クラ
スタの一部が欠損している group ２（以下 G ２）、ク
ラスタのほとんどが欠損している group ３（以下 G ３）
が存在することを報告している（図１a）。さらに
Kiyota ら 10）は、G １に属する A. oryzae の aflR、aflJ
の構造遺伝子および両遺伝子間に存在するプロモー
ター領域の塩基配列を解析し、A. f lavus と比較したと
ころ、af lR では２箇所の、af lJ では４箇所のアミノ酸
置換が存在し、プロモーター領域では６箇所の１塩基
置換がある（図１ｂ）こと、これらの置換部位と置換
型は RIB 保存株の G １で高度に保存されていること
を報告している。従って G １グループについては、
af lR、af lJ の構造遺伝子および両遺伝子間のプロモー
ター領域の塩基配列を解析することで、A. oryzae であ
るか否かを判別できる。そこで、野外から分離した
24 株の AFL 遺伝子ホモログクラスタ構造の解析を
行ったところ 12 株が G １、12 株が G ２で、G ３は
いなかった（表１）。さらに G １の 12 株すべてが A. 
oryzae タイプであることが確認できた。実験に用いた
８株では、６株が G １、２株が G ２であった。
　Kiyota ら 10）は、A. oryzae では AFL 遺伝子群の転写
活性化因子遺伝子である af lR の発現は極めて低く、
たとえ発現したとしても相互作用する af lJ 遺伝子が
変異により機能しないため転写活性化能がないことを
明らかにしている。このように A. oryzae の AFL 非生
産性はゲノムレベルで証明されているが、日本の自然
界にいる Aspergillus 属菌の AFL 遺伝子ホモログクラ
スタ構造について解析された例はほとんどない。今回



















表1. 分離株の分離源表 1.　分 株の分離源
























a は黄麹菌 RIB 株の AFL 生合成遺伝子ホモログクラスタ構造 15）、b は黄麹菌 group1の aflR-aflJ 遺伝子構造 10）。







































－02 の４株であった。Ko －01 株はタンパク質分解系
酵素がやや低いもののデンプン分解系酵素活性は


























































１分間に N3－G5－β－CNP（2 －クロロ－ 4 －ニトロ
フェニル 6⁵－アジド－ 6⁵－デオキシ－β－マルトペン









































1 分間に Cbz － Tyr － Ala（カルボベンゾキシ－ L －チ
ロシル－L－アラニン）から 1 μmol の L－ Ala（L －



































pH6.0 の Mcllvaine 緩衝液を用いた 1 ％カゼイン
溶液を基質として使用した。1分間にカゼインから
1μg のチロシンを生ずる力価を1 Uとし、菌体1 mg
あたりの酵素活性値として表す。
図６　酸性プロテアーゼ活性
pH3.0 の Mcllvaine 緩衝液を用いた 1 ％カゼイン
溶液を基質として使用した。1 分間にカゼインから






































































清酒醸造用 KBN1010 の菌体 1 mg あたりの酵素活性値を 100としたときの分離株との比較。実線が KBN1010、点線
が分離株の活性値を表す。それぞれ a:J1、b:J2、c:J3、d:Fl－01、e:Ko－01、f:Ko－02、g:Gul－01、h:Gul－02 の結果。  
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